
 
 

 

                                                                                                                         プレス・リリース 

インフォシス、2020 ServiceNow Global Service 

Provider Partner of the Year を受賞 
  

ベンガルール (インド) 2020 年 7月 21 日: 次世代のデジタル・サービスおよびコンサルティングのグローバル・リーダーで

あるインフォシス (NYSE: INFY) は、サービス・デリバリおよび ServiceNow パイプラインの成長における総合的に優れた

業績に対して 「2020 ServiceNow Global Service Provider Partner of the Year」 を受賞しました。

ServiceNow グローバル・アライアンスおよびチャネル・エコシステムは、収益への寄与、製品分野の拡大、スキルの向上、

ビジネス・トランスフォーメーションなどの属性を組み合わせて評価することによりクラス最高のパートナーの業績を認めました。 

  

当社は、IT サービス管理 (ITSM) およびエンタープライズのサービス管理ランドスケープを自動化、近代化、変革するエン

タープライズ・サービス管理向けの一連のサービスを提供しています。自動化された知識ベース、CXO ダッシュボードおよび

革新的なリアルタイム・サービス管理機能を備えた当社の ServiceNow サービスは、ユーザー体験を向上させ、プラットフ

ォームのカスタマイズを最小限に抑えて、お客様により大きな価値を提供します。 

  

インフォシス クラウド & インフラストラクチャー担当副社長兼ヘッド ナルシンハ・ラーオ・マンネパリは、次のように述べて

います。 「当社は、2020 ServiceNow Global Service Provider Partner of the Year として ServiceNow の

評価を受けたことを誇りに思います。このマイルストーンは、業務ワークフローをデジタル化することにより、お客様のサービス

管理ランドスケープを変革することへの当社のコミットメントと献身を明らかにしています。当社の ServiceNow サービスを

ご利用いただくことで、お客様は、業務および IT 機能の革新と継続的なサービス向上を推進するために必要な、生産性

の向上による節約と優れた効率性を実現することが可能です。」  

 

当社について 

インフォシスは、次世代デジタル・サービスおよびコンサルティングのグローバル・リーダーです。当社は 46 ヵ国の顧客の デジ

タル変革を実現しています。当社は 46 ヵ国の顧客の デジタル変革を実現しています。過去 40年間グローバル企業のシ



 
 

 

ステムや業務を管理してきた経験に基づき、お客様のデジタル変革を専門的に誘導します。AI による変更実行の優先順

位化、アジャイル・デジタルによるビジネス強化、優れたサービス提供により、お客様に高い評価をいただいています。当社

は常に学習し、イノベーション・エコシステムのデジタル・スキル、専門知識、アイディアを活用して継続的な改善を実現して

います。 

 

詳しくは、www.infosys.com をご覧になり、インフォシス (NYSE: INFY) がどのように企業のデジタル改革を支援して

いるかご確認ください。 

 

セーフハーバー条項 

本リリースに記載されている当社の将来的な成長の予測、財務的な見通しおよび新型コロナウイルスの当社従業員、お

客様およびステークホルダーに対する影響を回避するため計画に関する記述の一部は、1995年私募証券訴訟改革法

の 『セーブハーバー条項』 に該当する情報が含まれており、多くのリスクや不確定要素が介在しているため、実績と大きく

異なる場合があります。これらの記述に関連するリスクや不確定要素には、新型コロナウイルスとその蔓延の抑制を図る政

府などの措置の効果、インド、米国、その他の世界各国における不況または景気後退に関連するリスク、政治、ビジネス

および経済状況の変化、収益の変動、為替レートの変動、当社の成長管理能力、費用効率に影響する可能性のある 

IT サービス分野における競争の激化、インドにおける人件費の高騰、高い技術をもつ専門的な人材を確保する当社の

能力、固定価格・固定時間による契約における時間や経費の超過、顧客の集中化、出入国制限、業界セグメントの集

中化、国際業務を管理する当社の能力、当社の主力分野であるテクノロジーの需要低下、通信ネットワークの崩壊ある

いはシステムの故障、企業買収を成功させる当社の能力、当社サービス契約に対する損害賠償責任、戦略投資した企

業の業績、政府援助の打ち切り、政治不安および地域紛争、インド国外での増資・企業買収に対する法的制限、当社

知的所有権の不正使用、この業界や係争中の訴訟や政府の調査の結果に影響を与える経済情勢などが含まれます。

当社の将来的な業績に影響すると思われるその他リスクについては、2018年度会計年度 (2019年3月31日付)  年

次報告書 (Form 20-F) を含め、米国証券取引委員会へ提出された当社報告書に詳細に記載されています。これら

の報告書は、www.sec.gov でご覧いただけます。インフォシスは、米国証券取引委員会や当社株主への報告書など、

追加で書面および口頭により将来の展望を随時発表する場合がありますが、法令で定められている場合を除き当社また

は代理人により随時発表された将来の展望について更新する義務を負わないものとします。 

  

詳しくは、PR_Global@Infosys.com までご連絡ください。 
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